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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器（３）と、
　第１温度の湯が貯湯され、その湯が所定の給湯器（５）から出湯される給湯用の第１貯
湯タンク（７）と、
　第２温度の湯が貯湯され、その湯が前記熱交換器に循環されて前記熱交換器を加熱する
熱交換用の第２貯湯タンク（９）と、
　前記第１貯湯タンク（７）および前記第２貯湯タンク（９）の湯水を加熱する加熱手段
（１１）と、
　前記加熱手段から出湯される湯の温度を前記第１温度または前記第２温度に制御する第
１制御手段（２７ｅ，２７ｊ）と、
　前記加熱手段から出湯される前記第１温度の湯の前記第１貯湯タンクへの入湯と、前記
加熱手段から出湯される前記第２温度の湯の前記第２貯湯タンクへの入湯とを切り換える
第１弁（Ｂ１）と、
　前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前記第２貯湯タンク（９）の下部
から排出される湯水とを混合し又は選択的に前記所定の給湯器（５）から排出する第２弁
（Ｂ２）を備え、
　前記第１温度と前記第２温度とが異なことを特徴とする給湯装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の給湯装置であって、
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　前記第２温度は前記第１温度よりも低いことを特徴とする給湯装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の給湯装置であって、
　前記第１温度は前記第２温度よりも低いことを特徴とする給湯装置。
【請求項４】
　熱交換器（３）と、
　第１温度の湯が貯湯され、その湯が所定の給湯器（５）から出湯される給湯用の第１貯
湯タンク（７）と、
　第２温度の湯が貯湯され、その湯が前記熱交換器に循環されて前記熱交換器を加熱する
熱交換用の第２貯湯タンク（９）と、
　前記第１貯湯タンク（７）および前記第２貯湯タンク（９）の湯水を加熱する加熱手段
（１１）と、
　前記加熱手段から出湯される湯の温度を前記第１温度または前記第２温度に制御する第
１制御手段（２７ｅ，２７ｊ）と、
　前記加熱手段から出湯される前記第１温度の湯の前記第１貯湯タンクへの入湯と、前記
加熱手段から出湯される前記第２温度の湯の前記第２貯湯タンクへの入湯とを切り換える
第１弁（Ｂ１）と
を備え、
　前記第１温度と前記第２温度とが異なり、
　外気温を検出する温度検出手段（１７）と、
　前記温度検出手段により検出された温度に応じて前記第１温度および／または前記第２
温度の設定温度を変更する設定温度変更手段（２７ｇ）と、
　前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前記第２貯湯タンク（９）の上部
から排出される湯水とを混合し前記所定の給湯器（５）から出湯する第３弁（Ｂ３）と
を更に備えることを特徴とする給湯装置。
【請求項５】
　熱交換器（３）と、
　第１温度の湯が貯湯され、その湯が所定の給湯器（５）から出湯される給湯用の第１貯
湯タンク（７）と、
　第２温度の湯が貯湯され、その湯が前記熱交換器に循環されて前記熱交換器を加熱する
熱交換用の第２貯湯タンク（９）と、
　前記第１貯湯タンク（７）および前記第２貯湯タンク（９）の湯水を加熱する加熱手段
（１１）と、
　前記加熱手段から出湯される湯の温度を前記第１温度または前記第２温度に制御する第
１制御手段（２７ｅ，２７ｊ）と、
　前記加熱手段から出湯される前記第１温度の湯の前記第１貯湯タンクへの入湯と、前記
加熱手段から出湯される前記第２温度の湯の前記第２貯湯タンクへの入湯とを切り換える
第１弁（Ｂ１）と、
　前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前記第２貯湯タンク（９）の上部
から排出される湯水とを混合し前記所定の給湯器（５）から出湯する第３弁（Ｂ３）と
を備え、
　前記第１温度と前記第２温度とが異なり、
　前記熱交換器（３）において前記第２貯湯タンク（９）から循環される前記第２温度の
湯と所定の温水暖房器（１９）から循環される暖房用液体との間で熱交換が行われる場合
において、
　前記所定の温水暖房器に設定された暖房温度に基づいて前記第２温度の設定温度を変更
する設定温度変更手段（２７ｈ）
を更に備えることを特徴とする給湯装置。
【請求項６】
　熱交換器（３）と、
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　第１温度の湯が貯湯され、その湯が所定の給湯器（５）から出湯される給湯用の第１貯
湯タンク（７）と、
　第２温度の湯が貯湯され、その湯が前記熱交換器に循環されて前記熱交換器を加熱する
熱交換用の第２貯湯タンク（９）と、
　前記第１貯湯タンク（７）および前記第２貯湯タンク（９）の湯水を加熱する加熱手段
（１１）と、
　前記加熱手段から出湯される湯の温度を前記第１温度または前記第２温度に制御する第
１制御手段（２７ｅ，２７ｊ）と、
　前記加熱手段から出湯される前記第１温度の湯の前記第１貯湯タンクへの入湯と、前記
加熱手段から出湯される前記第２温度の湯の前記第２貯湯タンクへの入湯とを切り換える
第１弁（Ｂ１）と、
　前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前記第２貯湯タンク（９）の上部
から排出される湯水とを混合し前記所定の給湯器（５）から出湯する第３弁（Ｂ３）と
を備え、
　前記第１温度と前記第２温度とが異なり、
　前記熱交換器（３）において前記第２貯湯タンク（９）から循環される前記第２温度の
湯と所定の浴槽（３１）から循環される湯水との間で熱交換が行われる場合において、
　前記所定の浴槽内の前記湯水の目標温度が設定入力される所定の操作入力手段（２７ｆ
）に設定入力された前記目標温度に基づいて前記第２温度の設定温度を変更する設定温度
変更手段（２７ｉ）を更に備えることを特徴とする給湯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯湯タンク内の湯を、給湯だけでなく、風呂追焚、風呂保温または温水暖房
などにも使用する給湯装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　給湯装置のなかには、貯湯タンク内の湯を、給湯だけでなく、風呂追焚、風呂保温また
は温水床暖房などにも使用するものがある。この様な給湯装置では、熱交換器を備えてお
り、例えば風呂追焚または風呂保温の場合は、浴槽内の水または低中湯水（以後、湯水と
呼ぶ）を浴槽と熱交換器との間で循環させると共に、貯湯タンク内の湯（高温水）を貯湯
タンクと熱交換器との間で循環させて、熱交換器において、貯湯タンクからの湯の熱によ
り浴槽からの湯水を加熱する。
【０００３】
　尚、温水暖房の場合も、風呂追焚または風呂保温の場合と同様に、温水暖房器からの暖
房用液体を温水暖房器と熱交換器との間で循環させて、熱交換器において、貯湯タンクか
らの湯の熱により暖房用液体を加熱する。
【０００４】
　またこの様な給湯装置では、熱交換器からの熱交換後の湯（中低温水）は、貯湯タンク
の下部に戻されて、貯湯タンクの下部に貯まった湯水と混合される。
【０００５】
　尚、貯湯タンクの下部に貯まった湯水は、加熱手段に送られて加熱されて所定温度の湯
（高温水）にされた後、貯湯タンクの上部から貯湯タンク内に戻される。
【０００６】
　この様な給湯装置に関する先行技術文献として、例えば特許文献１が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－１１３８３６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記の様な給湯装置では、風呂追焚、風呂保温または温水暖房などを長時間行うと、貯
湯タンク内の湯が減少するので、給湯可能な蓄熱量が低下して給湯時に湯切れが発生し易
くなるという問題があった。
【０００９】
　尚、この湯切れの問題については、貯湯タンクの容量を大きくすることで対処できる。
しかし給湯用の湯の温度は９０°程度の高温に設定されるので、貯湯タンクの容量が大き
くなると、貯湯タンク内の湯からの放熱損失が大きくなるという新たな問題が発生する。
【００１０】
　また風呂追焚、風呂保温または温水暖房などを長時間行うと、熱交換器からの中低温水
が貯湯タンク内に多く貯まり、貯湯タンクの下部の湯水と混ざることで、貯湯タンクの下
部の湯水の温度が上昇する。この上昇により、加熱手段により貯湯タンク内の湯水を加熱
する際の加熱効率が低下するという問題があった。
【００１１】
　この発明の課題は、上記のような問題点を解決するためになされたものであり、第１に
、給湯時の湯切れを防止できる給湯装置を提供すること、第２に、貯湯タンク内の湯から
の放熱損失を低減できる給湯装置を提供すること、第３に、加熱手段の加熱効率の低下を
防止できる給湯装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決する為に、本発明の第１乃至第６の態様は、熱交換器（３）と、第１温
度の湯が貯湯され、その湯が所定の給湯器（５）から出湯される給湯用の第１貯湯タンク
（７）と、第２温度の湯が貯湯され、その湯が前記熱交換器に循環されて前記熱交換器を
加熱する熱交換用の第２貯湯タンク（９）と、前記第１貯湯タンク（７）および前記第２
貯湯タンク（９）の湯水を加熱する加熱手段（１１）と、前記加熱手段から出湯される湯
の温度を前記第１温度または前記第２温度に制御する第１制御手段（２７ｅ，２７ｊ）と
、前記加熱手段から出湯される前記第１温度の湯の前記第１貯湯タンクへの入湯と、前記
加熱手段から出湯される前記第２温度の湯の前記第２貯湯タンクへの入湯とを切り換える
第１弁（Ｂ１）と備えるものである。そして前記第１温度と前記第２温度とが異なる。
　そして本発明の第１の態様は、前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前
記第２貯湯タンク（９）の下部から排出される湯水とを混合し又は選択的に前記所定の給
湯器（５）から排出する第２弁（Ｂ２）を更に備える。
【００１３】
　本発明の第２の態様は、第１の態様に記載の給湯装置であって、前記第２温度は前記第
１温度よりも低いものである。
【００１４】
　本発明の第３の態様は、第１の態様に記載の給湯装置であって、前記第１温度は前記第
２温度よりも低いものである。
【００１６】
　本発明の第４の態様は、外気温を検出する温度検出手段（１７）と、前記温度検出手段
により検出された温度に応じて前記第１温度および／または前記第２温度の設定温度を変
更する設定温度変更手段（２７ｇ）と、を更に備えるものである。
【００１７】
　本発明の第５の態様は、前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前記第２
貯湯タンク（９）の上部から出湯される湯とを混合し又は選択的に前記所定の給湯器（５
）から出湯する第３弁（Ｂ３）を更に備える。そして前記熱交換器（３）において前記第
２貯湯タンク（９）から循環される前記第２温度の湯と所定の温水暖房器（１９）から循
環される暖房用液体との間で熱交換が行われる場合において、前記所定の温水暖房器に設
定された暖房温度に基づいて前記第２温度の設定温度を変更する設定温度変更手段（２７
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ｈ）を更に備えるものである。
【００１８】
　本発明の第６の態様は、前記第１貯湯タンク（７）の上部から出湯される湯と前記第２
貯湯タンク（９）の上部から出湯される湯とを混合し又は選択的に前記所定の給湯器（５
）から出湯する第３弁（Ｂ３）を更に備える。そして前記熱交換器（３）において前記第
２貯湯タンク（９）から循環される前記第２温度の湯と所定の浴槽（３１）から循環され
る湯水との間で熱交換が行われる場合において、前記所定の浴槽内の前記湯水の目標温度
が設定入力される所定の操作入力手段（２７ｆ）に設定入力された前記目標温度に基づい
て前記第２温度の設定温度を変更する設定温度変更手段（２７ｉ）を更に備えるものであ
る。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の第１乃至第６の態様によれば、給湯用の第１貯湯タンク（７）と熱交換用の第
２貯湯タンク（９）とが別々に設けられるので、第１貯湯タンクにおいて給湯用の湯を確
保でき、給湯時の湯切れを防止できる。
　そして第１制御手段（２７ｅ，２７ｊ）により、加熱手段（１１）から出湯される湯の
温度が第１温度と第２温度とに制御されるので、１つの加熱手段で第１温度と第２温度と
の異なる温度の湯を供給できる。
　そして第１の態様によれば、第２貯湯タンク（９）の下部に貯まった湯水を給湯に使用
するので、第２貯湯タンクに貯まった湯水が加熱手段（１１）に排出されて加熱される事
が防止され、加熱手段の加熱効率の低下を防止できる。
【００２３】
　本発明の第２の態様によれば、第２貯湯タンクには、第１貯湯タンク内の湯の温度より
も低い温度の湯が貯湯されるので、第２貯湯タンク内の湯からの放熱損失を低減できる。
【００２４】
　本発明の第３の態様によれば、第１貯湯タンクには、第２貯湯タンク内の湯の温度より
も低い温度の湯が貯湯されるので、第１貯湯タンク内の湯からの放熱損失を低減できる。
【００２６】
　本発明の第４の態様によれば、第１温度および／または第２温度を外気温に応じて変更
するので、第１貯湯タンク（７）および／または第２貯湯タンク（９）の蓄熱量を外気温
に応じて最適な量に調整して確保できる。
　そして第２貯湯タンク（９）に貯湯された第２温度の湯を給湯用に使用するので、給湯
時の湯切れを防止できる。
【００２７】
　本発明の第５の態様によれば、第２温度を暖房温度に応じて変更するので、第２貯湯タ
ンク（９）の蓄熱量を暖房温度に応じて最適な量に調整して確保できる。
　そして第２貯湯タンク（９）に貯湯された第２温度の湯を給湯用に使用するので、給湯
時の湯切れを防止できる。
【００２８】
　本発明の第６の態様によれば、第２温度を所定の浴槽（３１）内の湯水の目標温度に応
じて変更するので、第２貯湯タンク（９）の蓄熱量を前記目標温度に応じて最適な量に調
整して確保できる。
　そして第２貯湯タンク（９）に貯湯された第２温度の湯を給湯用に使用するので、給湯
時の湯切れを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】第１～第３実施形態に係る給湯装置の構成概略図である。
【図２】第１および第４実施形態の制御装置の構成概略図である。
【図３】第２実施形態の制御装置の構成概略図である。
【図４】第３および図５実施形態の制御装置の構成概略図である。
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【図５】第４および第５実施形態に係る給湯装置の構成概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　＜第１実施形態＞
　この実施の形態に係る給湯装置１は、図１および図２の様に、熱交換器３と、蛇口等の
給湯器５と、給湯用の第１貯湯タンク７と、熱交換用の第２貯湯タンク９と、ヒートポン
プ熱源機（加熱手段）１１と、温水暖房器１９と、ポンプＰ１～Ｐ３と、調整弁Ｂ１～Ｂ
４と、第１貯湯タンク７内の湯（高温水）または湯水（水または中低温水）の温度を検出
する複数の温度センサＴ１～Ｔ５と、第２貯湯タンク９内の湯または湯水の温度を検出す
る複数の温度センサＴ６～Ｔ１０と、外気温を検出する温度センサ（温度検出手段）１７
と、制御装置２７とを備えている。
【００３４】
　第２貯湯タンク９に貯湯される湯の温度（例えば６５℃：第２温度）は、例えば第１貯
湯タンク７に貯湯される湯の温度（例えば９０℃：第１温度）よりも低く設定される。
【００３５】
　第１貯湯タンク７および第２貯湯タンク９はそれぞれ、例えば中空の円柱状に形成され
ている。第１および第２貯湯タンク７，９の下部（例えば底部）にはそれぞれ、第１およ
び第２貯湯タンク７，９内に給水するための給水口７ａ，９ａが設けられている。各給水
口７ａ，９ａはそれぞれ、第１および第２給水管ｈ１，ｈ２を介して、水（例えば水道水
）が供給される第３給水管ｈ３に分岐接続されている。
【００３６】
　また第１および第２貯湯タンク７，９の下部（例えば底部）にそれぞれ吐出口７ｂ，９
ｂが設けられると共に、第１および第２貯湯タンク７，９の上部（例えば天井部）にそれ
ぞれ入湯口７ｃ，９ｃが設けられている。吐出口７ｂと入湯口７ｃは、循環配管ｈ４を介
して互いに接続されている。
【００３７】
　循環配管ｈ４の一部は、ヒートポンプ熱源機１１内に取り込まれている。吐出口９ｂは
、配管ｈ５を介して、循環配管ｈ４においてヒートポンプ熱源機１１と吐出口７ｂとの間
の部分に分岐接続されている。以降、循環配管ｈ４と配管ｈ５との分岐接続点を、接続点
Ｎ１と呼ぶ。入湯口９ｃは、配管ｈ６を介して、循環配管ｈ４においてヒートポンプ熱源
機１１と入湯口７ｃとの間の部分に分岐接続されている。循環配管ｈ４と配管ｈ６との分
岐接続点には、３方弁である調整弁（第１弁）Ｂ１が配設されている。
【００３８】
　尚、調整弁Ｂ１は、ヒートポンプ熱源機１１の加熱により得られる湯の第１および第２
貯湯タンク７，９への分配比率を調節するものであり、制御装置２７により制御される。
【００３９】
　循環配管ｈ４には、例えばヒートポンプ熱源機１１と分岐接続点Ｎ１との間の部分にお
いて、各吐出口７ｂ，９ｂから吐出される湯水をヒートポンプ熱源機１１側に送出するめ
のポンプＰ１が配設されている。
【００４０】
　第１および第２貯湯タンク７，９の上部（例えば天井部）にはそれぞれ、出湯口７ｄ，
９ｄが設けられている。出湯口７ｄは、第１出湯管ｈ７を介して給湯器５に接続されてい
る。出湯口９ｄは、第２出湯管ｈ８を介して第１出湯管ｈ７に分岐接続されており、その
分岐接続点には、３方弁である調整弁（第３弁）Ｂ３が配設されている。
【００４１】
　尚、調整弁Ｂ３は、第１および第２貯湯タンク７，９からの各湯の混合比を調整しその
調整した湯を給湯器５側に流すものであり、制御装置２７により制御される。
【００４２】
　第１出湯管ｈ７において調整弁Ｂ３と給湯器５との間の部分には、第３給水管ｈ３の一
端部が分岐接続されており、その分岐接続点には、３方弁である調整弁（第４弁）Ｂ４が
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配設されている。
【００４３】
　尚、調整弁Ｂ４は、調整弁Ｂ３からの湯と第３給水管ｈ３からの水（または湯水）との
混合比を調整しその調整した湯または水を給湯器５側に流すものであり、制御装置２７に
より制御される。
【００４４】
　第２貯湯タンク９の下部（例えば底部）には、吐出口９ｅが設けられている。吐出口９
ｅは、配管ｈ９を介して第３給水管ｈ３に分岐接続されており、その分岐接続点には、３
方弁である調整弁（第２弁）Ｂ２が配設されている。
【００４５】
　尚、調整弁Ｂ２は、第２貯湯タンク９の下部からの湯水または第３給水管ｈ３からの水
を調整弁Ｂ４側に流すものであり、制御装置２７により制御される。
【００４６】
　また第２貯湯タンク９には、その上部（例えば天井部）に出湯口９ｆが設けられると共
にその下部（例えば側面の下部）に戻り口９ｇが設けられている。出湯口９ｆと戻り口９
ｇとは、循環配管ｈ１０を介して接続されている。循環配管ｈ１０の一部は、熱交換器３
内に引き込まれている。循環配管ｈ１０には、例えば熱交換器３と戻り口９ｇとの間の部
分において、出湯口９ｆ側からの湯を戻り口９ｇ側に流すためのポンプＰ２が配設されて
いる。
【００４７】
　第１貯湯タンク７の例えば側面には、第１貯湯タンク７内の湯または湯水の温度を検出
する複数の温度センサＴ１～Ｔ５が、第１貯湯タンク７の上部から下部に向かって互いに
間隔を空けて配設されている。また第２貯湯タンク９の例えば側面には、第２貯湯タンク
９内の湯および湯水の温度を検出する複数の温度センサＴ６～Ｔ１０が、第２貯湯タンク
９の上部から下部に向かって互いに間隔を空けて配設されている。
【００４８】
　温水暖房器１９は、例えば、熱交換器３により加熱された暖房用液体を建物内の暖房対
象の部屋の床の下側に配設された配管に循環させることで当該床を暖める床暖房器であり
、当該床の下側を巡回すると共に熱交換器３内を巡回する様に配設された循環配管１９ａ
と、循環配管１９ａ内の暖房用液体を循環させるポンプＰ３とを備えている。
【００４９】
　熱交換器３は、循環配管ｈ１０に流れる湯と循環配管１９ａに流れる暖房用液体との間
で熱交換を行わせて暖房用液体を加熱する。
【００５０】
　温度センサ１７は、例えば建物の外に配設されて当該建物の外の気温を検出する。
【００５１】
　ヒートポンプ熱源機１１は、循環配管ｈ４を加熱することで循環配管ｈ４内の湯水を目
標温度に加熱する。ここでは例えば、ヒートポンプ熱源機１１の加熱能力が一定に設定さ
れており、ヒートポンプ熱源機１１に流入する湯水の流入量がポンプＰ１により制御され
ることで、目標温度が制御される。
【００５２】
　制御装置２７は、図２の様に、第１残湯量検出部（残湯量検出手段）２７ａと、第２残
湯量検出部（残湯量検出手段）２７ｂと、第１判定部（判定手段）２７ｃと、第２判定部
２７ｄと、制御部（第１および第２制御手段）２７ｅと、操作入力部２７ｆとを備えてい
る。
【００５３】
　第１残湯量検出部２７ａは、各温度センサＴ１～Ｔ５の検出温度に基づいて第１貯湯タ
ンク７内に貯湯される湯の量（残湯量）を検出する。例えば、第１残湯量検出部２７ａは
、各温度センサＴ１～Ｔ３の検出温度が９０℃で各温度センサＴ４～Ｔ５の検出温度が４
０℃の場合は、第１貯湯タンク７の残湯量は第１貯湯タンク７の天井部から温度センサＴ
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３の位置までの量であると検出される。
【００５４】
　第２残湯量検出部２７ｂは、第１残湯量検出部２７ａと同様に、各温度センサＴ６～Ｔ
１０の検出結果に基づいて第２貯湯タンク９の残湯量を検出する。
【００５５】
　第１判定部２７ｃは、第１残湯量検出部２７ａの検出結果に基づいて、第１貯湯タンク
７の残湯量が第１起動残湯量以下であるか否か、第１起動残湯量よりも高い値である第１
停止残湯量以上であるか否か、および第１起動残湯量よりも低い値である所定量（第１所
定量）以下であるか否かを判定する。
【００５６】
　第２判定部２７ｄは、第２残湯量検出部２７ｂの検出結果に基づいて、第２貯湯タンク
９の残湯量が第２起動残湯量以下であるか否か、第２起動残湯量よりも高い値である第２
停止残湯量以上であるか否か、および第２貯湯タンク９内の湯水の量（第２貯湯タンク９
の容量から第２貯湯タンク９の残湯量を引いた量）が所定量（第２所定量）以上であるか
否かを判定する。
【００５７】
　制御部２７ｅは、第１および第２判定部２７ｃ，２７ｄの判定結果等に基づいてヒート
ポンプ熱源器１１、ポンプＰ１および調整弁Ｂ１を制御する。より詳細には、制御部２７
ｅは、第１判定部２７ｃの判定の結果、第１貯湯タンク７の残湯量が第１起動残湯量以下
である場合は、ヒートポンプ熱源機１１、ポンプＰ１および調整弁Ｂ１を制御して第１貯
湯タンク７内の湯水を加熱し、また第１貯湯タンク７の残湯量が第１停止残湯量以上であ
る場合は、ヒートポンプ熱源機１１およびポンプＰ１を停止させて第１貯湯タンク７内の
湯水の加熱を止める。また制御部２７ｅは、第２判定部２７ｄの判定の結果、第２貯湯タ
ンク７の残湯量が第２起動残湯量以下である場合は、ヒートポンプ熱源機１１、ポンプＰ
１および調整弁Ｂ１を制御して第２貯湯タンク９内の湯水（水または中低温水）を加熱し
、また第２貯湯タンク７の残湯量が第２停止残湯量以上である場合は、ヒートポンプ熱源
機１１およびポンプＰ１を停止させて第２貯湯タンク９内の湯水の加熱を止める。
【００５８】
　更により詳細には、制御部２７ｅは、第１貯湯タンク７内の湯水を加熱する際は、（ａ
１）ヒートポンプ熱源機１１を所定の加熱能力で稼働させ、且つ（ｂ１）ポンプＰ１をヒ
ートポンプ熱源機１１から出湯する湯が第１貯湯タンク７に貯湯される湯の設定温度とな
る様に所要の排出量で稼働させ、且つ（ｃ１）調整弁Ｂ１を第１貯湯タンク７側を全開に
し第２貯湯タンク９側を全閉にする。上記（ｂ１）では例えば、循環配管ｈ４にヒートポ
ンプ熱源機１１から出湯する湯の温度を検出する温度センサ１１ａが配設されており、制
御部２７ｅは、温度センサ１１ａの検出温度が第１貯湯タンク７内の湯の設定温度になる
様にポンプＰ１の排出量を制御する。上記（ｃ１）により、第１および第２貯湯タンク７
，９のうち、第１貯湯タンク７内の湯水だけが７ｂ→Ｐ１→１１→Ｂ１→７ｃの順に流れ
てヒートポンプ熱源機１１により加熱される。
【００５９】
　また制御部２７ｅは、第２貯湯タンク７内の湯水を加熱する際は、（ａ２）ヒートポン
プ熱源機１１を所定の加熱能力で稼働させ、且つ（ｂ２）ポンプＰ１をヒートポンプ熱源
機１１から出湯する湯が第２貯湯タンク７に貯湯される湯の設定温度となる様に所要の排
出量で稼働させ、且つ（ｃ２）調整弁Ｂ１を第１貯湯タンク７側を全閉にし第２貯湯タン
ク９側を全開にする。上記（ｂ２）では例えば、制御部２７ｅは、温度センサ１１ａの検
出温度が第２貯湯タンク７の設定温度になる様にポンプＰ１の排出量を制御する。上記（
ｃ２）により、第１および第２貯湯タンク７，９のうち、第２貯湯タンク７内の湯水だけ
が９ｂ→Ｐ１→１１→Ｂ１→９ｃの順に流れてヒートポンプ熱源機１１により加熱される
。
【００６０】
　尚、制御部２７ｅは、第１貯湯タンク７内の湯水を加熱する場合と第２貯湯タンク９内
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の湯水を加熱する場合とが同時に起こった場合は、先に一方の加熱（例えば第１貯湯タン
ク７内の湯水の加熱）を行い、その加熱の終了後に他方の加熱を行うか、または、ヒート
ポンプ熱源機１１から出湯する湯の温度が第１および第２貯湯タンク７，９に貯湯される
湯の各設定温度のうちの高い方の設定温度（ここでは第１貯湯タンクに貯湯される湯の設
定温度）となる様にポンプＰ１の排出量を制御すると共に、調整弁Ｂ１をヒートポンプ熱
源機１１からの湯が第１および第２貯湯タンク７，９の両方に入湯する様に調整弁Ｂ１を
制御することで、高い方の設定温度に合わせて第１および第２貯湯タンク内の湯水を同時
に加熱する。
【００６１】
　また制御部２７ｅは、第１判定部２７ｃの判定結果に基づいて調整弁Ｂ３を制御する。
より詳細には、制御部２７ｅは、第１貯湯タンク７の残湯量が第１所定量（所定量）より
多い場合は、調整弁Ｂ３を第１貯湯タンク７側を全開とし第２貯湯タンク９側を全閉とす
る様に制御し、他方、第１貯湯タンク７の残湯量が第１所定量以下の場合は、調整弁Ｂ３
を第１貯湯タンク７側を全閉とし第２貯湯タンク９側を全開とする様に制御する（尚、調
整弁Ｂ３を、第１貯湯タンク７側を全閉とし第２貯湯タンク９側を全開とする様に制御す
る代わりに、第１貯湯タンク７からの湯と第２貯湯タンク９からの湯とが所定の混合比で
混合する様に制御してもよい）。これにより、第１貯湯タンク７の残湯量が第１所定量以
下の場合（即ち第１貯湯タンク７が湯切れしそうな場合）は、第２貯湯タンク９内の湯が
使用されて第１貯湯タンク７の湯切れが防止される。
【００６２】
　また制御部２７ｅは、操作入力部２７ｆに設定入力された給湯温度に基づいて調整弁Ｂ
４を制御する。より詳細には、例えば第１出湯管ｈ７における調整弁Ｂ４と給湯器５との
間の部分には、当該部分に流れる湯または湯水の温度を検出する温度センサ２１が配設さ
れており、制御部２７ｅは、温度センサ２１の検出温度が操作入力部２７ｆに設定入力さ
れた給湯温度になる様に調整弁Ｂ４を制御する。これにより給湯器５から出湯する湯の温
度が給湯温度に制御される。
【００６３】
　また制御部２７ｅは、第２判定部２７ｄの判定結果に基づいて調整弁Ｂ２を制御する。
より詳細には、制御部２７ｅは、第２判定部２７ｄの判定の結果、第２貯湯タンク９内の
湯水の量が第２所定量（所定量）以上である場合は、調整弁Ｂ２を第２貯湯タンク９側を
全開とし水道水の流入側Ｉを全閉となる様に制御し、他方、第２貯湯タンク９内の湯水の
量が第２所定量以上でない場合は、調整弁Ｂ２を第２貯湯タンク９側を全閉とし水道水の
流入側Ｉを全開となる様に制御する（尚、第２貯湯タンク９内の湯水の量が第２所定量以
上である場合では、調整弁Ｂ２を、第２貯湯タンク９側を全閉とし水道水の流入側Ｉを全
開となる様に制御する代わりに、第２貯湯タンク９からの湯水とＩ側からの水道水とが所
定の混合比で混合する様に制御してもよい）。
【００６４】
　これにより、給湯器５から湯（第１貯湯タンク７に貯湯される湯の設定温度よりも低い
温度の湯）が出湯されると、第２貯湯タンク９の下部の湯水が９ｅ→Ｂ２→Ｂ４の順に流
れて調整弁Ｂ４において調整弁Ｂ３からの湯と混合されて給湯器５から出湯される（即ち
第２貯湯タンク９の下部に貯まった湯水が給湯器５からの給湯に使用される）。そして、
この出湯により第２貯湯タンク９内の下部の湯水が減少した分、第２貯湯タンク９の下部
には、給水口９ａから供給水（水道水）が供給される。これにより、第２貯湯タンク９内
の下部には、中低温の湯（即ち後述の様に熱交換器３から戻される湯）が溜まり難くなっ
て給水口９ａからの供給水が溜まり易くなり、第２貯湯タンク９の湯水の加熱時にヒート
ポンプ熱源器１１の加熱効率の低下が防止される。
【００６５】
　尚、第２貯湯タンク９内の湯が９ｄ→Ｂ３→Ｂ４→５の順に流れて給湯器５から出湯し
た場合も、その出湯により第２貯湯タンク９内の湯が減少した分、給水口９ａから第２貯
湯タンク９内に供給水が供給される。同様に、第１貯湯タンク７内の湯が７ｄ→Ｂ３→Ｂ
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４→５の順に流れて給湯器５から出湯した場合も、その出湯により第１貯湯タンク７内の
湯が減少した分、給水口７ａから第１貯湯タンク７内に供給水が供給される。
【００６６】
　また制御部２７ｅは、操作入力部２７ｆに暖房開始の指示が入力されると、操作入力部
２７ｆに設定入力された暖房温度に基づいて温水暖房器１９およびポンプＰ２を稼働させ
る。即ち、例えば循環配管１９ａにおける熱交換器３の出湯口側にはその出湯口から出湯
する湯の温度を検出する温度センサ２３が配設されており、制御部２７ｅは、操作入力部
２７ｆに暖房開始の指示が入力されると、ポンプＰ２を所定の排水量で稼働させると共に
温度センサ２３の検出温度が暖房温度になる様にポンプＰ３の排出量を制御する。
【００６７】
　これにより、ポンプＰ２により第２貯湯タンク９内の湯が９ｆ→３→Ｐ２→９ｇの順に
循環配管ｈ１０を循環させられると共に、ポンプＰ３により循環配管１９ａ内の暖房用液
体が循環配管１９ａを循環させられる。そして熱交換器３において循環配管ｈ１０内の湯
により循環配管１９ａ内の暖房用液体が暖房温度に加熱され、この暖房用液体により暖房
対象の部屋の床が暖められる。尚、操作入力部２７ｆに暖房停止の指示が入力されると、
各ポンプＰ２,Ｐ３が停止されて暖房が停止される。
【００６８】
　以上の様に構成された給湯装置によれば、給湯用の第１貯湯タンク７と熱交換用の第２
貯湯タンク９とが別々に設けられるので、第１貯湯タンク７において給湯用の湯を確保で
き、給湯時の湯切れを防止できる。
【００６９】
　また第２貯湯タンク９には、第１貯湯タンク７内の湯の温度よりも低い温度の湯が貯湯
されるので、第２貯湯タンク９内の湯からの放熱損失を低減できる。
【００７０】
　また制御部２７ｅにより、ヒートポンプ熱源器１１から出湯される湯の温度が第１温度
（第１貯湯タンク７に貯湯される湯の温度）と第２温度（第２貯湯タンク９に貯湯される
湯の温度）とに制御されるので、１つのヒートポンプ熱源器１１で第１温度と第２温度と
の異なる温度の湯を供給できる。
【００７１】
　また第２貯湯タンク９の下部に貯まった湯水を給湯器５からの給湯に使用するので、第
２貯湯タンク９の湯水の加熱時において、第２貯湯タンク９の下部に貯まった湯水がヒー
トポンプ熱源器１１に吐出されて加熱される事を防止でき、これによりヒートポンプ熱源
器１１の加熱効率の低下を防止できる。
【００７２】
　また第２貯湯タンク９に貯湯された湯を給湯器５からの給湯に使用するので、給湯時の
湯切れを防止できる。特に第１貯湯タンク７の残湯量が第１所定量以下の場合に、第２貯
湯タンク９内の湯を給湯器５からの給湯に使用するので、効果的に給湯の湯切れを防止で
きる。
【００７３】
　尚、この実施形態では、ヒートポンプ熱源器１１の加熱能力を一定にして、制御部２７
’ｅによりポンプP１の排出量を制御することで、ヒートポンプ熱源器１１から出湯する
湯の温度を第１温度または第２温度に制御する場合で説明したが、ポンプP１の排出量を
一定にして、制御部２７’ｅによりヒートポンプ熱源器１１の加熱能力を制御することで
、ヒートポンプ熱源器１１から出湯する湯の温度を第１温度または第２温度に制御しても
よい。
【００７４】
　尚、この実施形態では、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の温度（第２温度）が第１貯
湯タンク７に貯湯される湯の温度（第１温度）よりも低く設定される場合で説明したが、
第１温度が第２温度よりも低く設定されてもよい。この場合は、第１貯湯タンク７には、
第２貯湯タンク９内の湯の温度よりも低い温度の湯が貯湯されるので、第１貯湯タンク７
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内の湯からの放熱損失を低減できる。尚、第１温度と第２温度を同じ温度に設定してもよ
い。
【００７５】
　＜第２実施形態＞
　この実施形態に係る給湯装置１Ｂは、図３の様に、第１実施形態（図２参照）において
更に、外気温を検出する温度センサ（温度検出手段）１７と、温度センサ１７の検出温度
に基づいて第２貯湯タンク９に貯湯される湯の温度（第２温度）の設定温度を変更する設
定温度変更部（設定温度変更手段）２７ｇとを更に備えたものである。
【００７６】
　設定温度変更部２７ｇは、例えば、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温度を、前
記検出温度が基準温度（例えば１４℃）よりも低いほど、より高くなる様に変更し、また
は前記検出温度が前記基準温度よりも高いほどより低くなる様に変更する。
【００７７】
　この様に構成された給湯装置１Ｂによれば、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温
度を外気温に応じて変更するので、第２貯湯タンク９の蓄熱量を外気温に応じて最適な量
に調整して確保でき、第２貯湯タンク９からの放熱損失を低減できる。
【００７８】
　尚ここでは、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温度を変更する場合で説明したが
、更に／または、第１貯湯タンク７に貯湯される湯の設定温度を変更してもよい。これに
より第１貯湯タンク７の蓄熱量を外気温に応じて最適な量に調整して確保でき、第１貯湯
タンク７からの放熱損失を低減できる。
【００７９】
　＜第３実施形態＞
　この実施形態に係る給湯装置１Ｃは、図４の様に、第１実施形態（図２参照）において
更に、操作入力部２７ｆに設定入力された暖房温度に応じて第２貯湯タンク９に貯湯され
る湯の設定温度を変更する設定温度変更部（設定温度変更手段）２７ｈを更に備えたもの
である。
【００８０】
　設定温度変更部２７ｈは、例えば、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温度を、操
作入力部２７ｆに設定入力された暖房温度と同じ温度、またはその暖房温度よりも所定温
度高い温度に変更する。
【００８１】
　この様に構成された給湯装置１Ｃによれば、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温
を暖房温度に応じて変更するので、第２貯湯タンク９の蓄熱量を暖房温度に応じて最適な
量に調整して確保できる。
【００８２】
　＜第４実施形態＞
　この実施形態に係る給湯装置１Ｄは、図５の様に、第１実施形態（図１参照）において
、熱交換器３を暖房に使用する代わりに浴槽３１の追焚または保温に使用したものである
。この給湯装置１Ｄは、図５の様に、第１実施形態において、温水暖房器１９の代わりに
、浴槽３１と、循環配管３１ａと、ポンプＰ４とを備えて構成される。以下、第１実施形
態と同じ部分は同一符号を付して説明を省略して異なる部分だけ説明する。
【００８３】
　循環配管３１ａは、浴槽３１内の湯水を熱交換器３内に循環させるものであり、その一
端が浴槽３１の吐出口３１ｃに接続され、その他端が浴槽３１の出湯口３１ｄに接続され
ており、その途中の部分が熱交換器３内に引き込まれている。従ってこの実施形態では、
熱交換器３は、循環配管ｈ１０内の湯と循環配管３１ａ内の湯水との間で熱交換を行う。
【００８４】
　ポンプＰ４は、浴槽３１内の湯水を循環配管３１ａに循環させるものであり、循環配管
３１ａにおける例えば熱交換器３と吐出口３１ｃとの間の部分に配設されている。
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【００８５】
　この実施形態の制御部２７ｊ（図２参照）は、第１実施形態の制御部２７ｅにおいて、
ポンプＰ３（図１参照）を制御する代わりにポンプＰ４を制御する機能を有する。より詳
細には、制御部２７ｊは、操作入力部２７ｆに追焚開始または保温開始の指示が入力され
ると、操作入力部２７ｆに設定入力された追焚温度または保温温度（目標温度）に基づい
て各ポンプＰ２，Ｐ４を稼働させる。即ち、例えば循環配管３１ａにおける熱交換器３の
出湯口側にはその出湯口から出湯される湯の温度を検出する温度センサ３１ｅが配設され
ており、制御部２７ｊは、操作入力部２７ｆに追焚開始または保温開始の指示が入力され
ると、ポンプＰ２を所定の排水量で稼働させると共に温度センサ３１ｅの検出温度が前記
追焚温度または保温温度になる様にポンプＰ４の排出量を制御する。
【００８６】
　これにより、ポンプＰ２により第２貯湯タンク９内の湯が９ｆ→３→Ｐ２→９ｇの順に
循環配管ｈ１０を循環すると共にポンプＰ４により浴槽３１内の湯水が循環配管３１ａを
循環し、熱交換器３において循環配管ｈ１０内の湯により循環配管３１ａ内の湯水が追焚
温度または保温温度に加熱されて、浴槽３１内の湯水が追焚または保温される。尚、操作
入力部２７ｆに追焚停止または保温停止の指示が入力されると、各ポンプＰ２,Ｐ４が停
止されて追焚または保温が止められる。
【００８７】
　この様に構成された給湯装置１Ｄによれば、熱交換器３を浴槽３１内の湯水の追焚また
は保温に使用する場合にも、第１実施形態と同様の効果を得る事ができる。

【００８８】
　＜第５実施形態＞
　この実施形態に係る給湯装置１Ｅは、図４の様に、第４実施形態（図２参照）において
更に、操作入力部２７ｆに設定入力された追焚温度または保温温度（以後、これらの温度
を目標温度と呼ぶ）に基づいて第２貯湯タンク７に貯湯される湯の設定温度を変更する設
定温度変更部（設定温度変更手段）２７ｉを更に備えたものである。
【００８９】
　設定温度変更部２７ｉは、例えば、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温度を、操
作入力部２７ｆに設定入力された目標温度と同じ温度、またはその目標温度よりも所定温
度高い温度に変更する。
【００９０】
　この様に構成された給湯装置１Ｅによれば、第２貯湯タンク９に貯湯される湯の設定温
を操作入力部２７ｆに設定入力された目標温度に応じて変更するので、第２貯湯タンク９
の蓄熱量を当該目標温度に応じて最適な量に調整して確保できる。
【００９１】
　尚、説明は省略するが第１～第５実施形態の組み合わせを考えてもよい。
【符号の説明】
【００９２】
　　１,１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ　給湯装置
　　３　熱交換器
　　５　給湯器
　　７　第１貯湯タンク
　　９　第２貯湯タンク
　　１１　ヒートポンプ熱源機
　　１９　温水暖房器
　　２１　温度センサ
　　２７　制御装置
　　２７ａ　第１残湯量検出部
　　２７ｂ　第２残湯量検出部
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　　２７ｃ　第１判定部
　　２７ｄ　第２判定部
　　２７ｅ，２７ｊ　制御部
　　２７ｆ　操作入力部
　　２７ｇ,２７ｈ，２７ｉ　設定温度変更部
　　Ｐ１～Ｐ３　ポンプ
　　Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４　調整弁

【図１】 【図２】

【図３】
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